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�新市制施行１０周年記念式典 　　　    p�～�
�地域おこし協力隊  　　　   p�～�
�みんなの広場  p��～��
�まちの話題  　　
　【人権スポーツふれあい教室】　　  　　p��～��
�はつらつ健康ひろば
　【ニッピ－☆チャレンジ結果報告】 p��～��
�おしらせ p��～��
�ハッピーバースデー    p��　　

１月11日（日）まなび広場にいみで、消防出初１月11日（日）まなび広場にいみで、消防出初

式が行われ消防団活動に功績のあった団員な式が行われ消防団活動に功績のあった団員な

どが表彰されました。また、式典後には会場横どが表彰されました。また、式典後には会場横

の高梁川で一斉放水が行われ、日頃の訓練の成の高梁川で一斉放水が行われ、日頃の訓練の成

果が披露されました。果が披露されました。
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■問い合わせ先　企画政策課広報係　������
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往信おもて�

（ご自分の）�
陰 郵便番号�
隠 住所�
韻 名前�

※この面には何�
　も記入しない�
　でください。�

新見市新見３１０－３�
新見市企画政策課内�
�
「１０周年記念式典」 係�
または�
「１０周年記念コンサート」 係�
のいずれかを記入�

（ご自分の）�
陰郵便番号��
隠住所��
韻名前��
吋電話番号��
右入場者数��
　「１人」または��
　「２人」の��
いずれかを記載�

７ １ ８ �８５０１�

返信うら� 返信おもて� 往信うら�

往信� 返信�

◇整理券の 「窓口」 での受取（先着順）

「記念式典・講演会」と「記念コンサート」は、別々の入場整理券が必要です。

入場整理券は、 �月��日�� ： ��から次の窓口で配布します。
入場整理券の配布は、 おひとり�枚までとさせていただきます。
備え付けの枚数がなくなり次第、配布を終了させていただきます。事前の予約はできません。 

　■配布窓口

　まなび広場にいみ受付（���枚）

　市役所本庁総合窓口（��枚）

　大佐・神郷・哲多・哲西支局（各��枚）

　唐松・井倉・草間・豊永・熊谷・菅生・上市・千屋市民センター（各��枚） 

◇ 「往復はがき」で の申し込み（先着順）

「往復はがき」でのお申し込みは、�月��日�の消印分から受け付けを行います。
「往復はがき」でのお申し込みは、おひとり�通までとさせていただきます。
「記念式典・記念講演会」と「記念コンサート」は、別々のはがきでお申し込みください。
はがきの宛先に「記念式典・記念講演会」 係 または「記念コンサート」 係 のいずれかを記入し

てください。

「往復はがき」�枚で�人までお申し込みいただけますので、必ず「�人」または「�人」

の人数を記入してください。 

　最終結果は�月��日�頃までに「返信はがき」によりお知らせします。

※郵便料金の不足したはがきや、�月����以前の消印のはがきは受け付けできません。 

●募集人数　各 ����人 
●申し込み先　〒����������	
�	������

　新見市企画政策課内「��周年記念式典」係

　または

　新見市企画政策課内「��周年記念コンサート」係

●申込締切

　�月�日�消印有効 

●問い合わせ先　企画政策課広報係　������

��������	


　記念式典と記念講演会は、連続するため、講演会のみの聴講を希望される方も記念式典
開会前の入場をお願いします。 
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■氏名　 前  坂 　 成  哲 さん　����
まえ さか なり あき

■出身地　岡山市北区

■主な経歴

　・香川県漆芸研究所修了

　・岡山県指定重要無形文化財 山  口  松  太 氏に師事
やま ぐち まつ た

■主な賞歴

　・平成２１年備中漆作品展日本工芸会中国支部  長

　　賞受賞

　・平成２１年度日本伝統工芸展（漆芸）初入選

と して、 平成２６年９ 月１ 日に加藤隊員が着任していました

���������������	
������

 蒟醤  盆 「
きんま ぼん

 五月 
さ つ き

の 焔 」
ほむら

　

私
は
、
岡
山
県
指
定
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
の 
山  
口  
松  
太 

や
ま 
ぐ
ち 
ま
つ 

た

氏
に
師
事
し
、
こ
れ
ま
で
漆
芸

作
品
の
制
作
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
漆
芸
家
の
方

か
ら
新
見
市
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
漆
芸
家
を
募
集
し

て
い
る
と
の
話
を
聞
い
て
、
漆

芸
作
品
の
根
本
と
な
る
漆
の
樹

液
に
つ
い
て
深
く
勉
強
し
た
い
、

ま
た
師
で
あ
る
山
口
先
生
が
尽

力
し
て
い
る
備
中
漆
の
復
興
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
こ
の
協
力
隊
に
応
募
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
見
市
に
来
て
ま
ず
感
じ
た

の
は
人
が
温
か
い
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
。

ま
た
、
家
に
は
告
知
放
送
が
つ

い
て
い
て
防
災
意
識
の
高
さ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
も
印
象
的
で
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
漆
と
は
ど
う
い
う
も
の
か

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
漆
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
学
生
で

あ
れ
ば
漆
を
使
っ
た
物
作
り
を

体
験
し
た
り
地
元
作
家
の
話
を

聞
い
て
み
る
な
ど
。
ま
た
、
大

人
の
方
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
漆
芸
教
室
に
参
加
し
て
も
ら

っ
て
漆
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
家
に
も
古
い
漆

器
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ

の
漆
器
を
ぜ
ひ
修
復
や
再
生
を

し
て
永
く
使
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
物
を
大
切
に
す
る
心
や

漆
器
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も

ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。

 蒟醤  盤 「ササユリ」
きんま ばん
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　備中漆の復興を目指す漆芸による地域おこし協力隊員　　
が、平成２６年１２月１日にさらに２名が着任しました。

■氏名　 山  本 　 光 延   さん　����
やま もと こう えん

■出身地　埼玉県志木市

■主な経歴

　・多摩美術大学工芸学科金属専攻卒業

　・石川県立輪島漆芸技術研修所卒業

■主な賞歴

　・平成２２年度日本伝統工芸展（木竹工）初入選
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���������

「あけの鳥」

　

私
は
、
加
賀
友
禅
作
家
の
母

の
元
、
幼
少
よ
り
様
々
な
工
芸

家
や
逸
品
を
身
近
な
も
の
と
し

て
育
ち
ま
し
た
。　

歳
の
頃
に

��

は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
制
作
を
通
し

て
木
工
の
基
礎
に
触
れ
、
大
学

で
は
金
工
を
研
究
し
、
そ
の
後

漆
芸
研
修
所
に
て
�
年
間
漆
芸

を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
素
材
や
技
術
、
道

具
な
ど
探
求
し
て
い
く
う
ち
に

多
く
の
人
の
仕
事
に
よ
っ
て
自

分
の
制
作
活
動
が
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り

彼
ら
の
仕
事
が
途
絶
え
て
し
ま

う
現
状
も
見
て
き
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
中
で
自
分
が
こ
の
ま

ま
都
会
で
素
材
を
集
め
、
作
品

を
つ
く
っ
て
い
る
だ
け
で
良
い

の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
を

感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
見
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を

知
り
、
宿
命
的
な
も
の
を
感
じ

て
応
募
し
ま
し
た
。

　
　

月
に
新
見
市
に
引
っ
越
し

��
て
き
て
、
ま
ず
は
作
業
が
で
き

る
よ
う
工
房
の
整
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
あ
る
夜
、
同
時
期

に
着
任
し
た
前
坂
さ
ん
と
一
緒

に
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
き
、

を 
淹 
れ
る
時
間
を
楽
し
め
る
心

い

の
余
裕
も
持
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。

そ
れ
を
終
え
て
外
に
出
て
み
る

と
す
ば
ら
し
い
星
空
が
広
が
り
、

ち
ょ
う
ど
流
れ
星
が
東
の
方
に

長
い
尾
を
引
き
流
れ
て
い
き
ま

し
た
。
今
ま
で
住
ん
で
い
た
埼

玉
で
は
見
る
こ
と
の
な
い
光
景

に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
協
力
隊
員
と
し
て

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

が
、
今
ま
で
と
同
じ
く
外
に
出

て
自
分
の
足
で
歩
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
の
話
を
聞
い
て
い
く
と

と
も
に
、
一
方
で
こ
の
新
見
の

漆
を
研
究
し
、
そ
れ
を
生
か
せ

る
よ
う
工
房
環
境
の
整
備
や
技

術
の
習
得
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
中
で
一
日
�
杯
は
コ
ー
ヒ
ー

自作工具が並ぶ工房
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優
良
団
員
表
彰
や

優
良
団
員
表
彰
や

一
斉
放
水
で
士
気
高
め
る

一
斉
放
水
で
士
気
高
め
る

中
部
＝
中
部
分
団
・
南
部
＝
南
部

分
団
・
東
部
＝
東
部
分
団
・
北
部

＝
北
部
分
団
・
西
部
＝
西
部
分
団
・

大
佐
＝
大
佐
分
団
・
神
郷
＝
神
郷

分
団
・
哲
多
＝
哲
多
分
団
・
哲
西

＝
哲
西
分
団

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
中
山
正
己
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
山
�
一
成
（
大
佐
・
同
）
▼
槙

原
武
一
（
神
郷
・
同
）
▼
三
羽
盛

喜
（
西
部
・
副
分
団
長
）
▼
瀧
口

四
郎
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
補
）

【
優
良
消
防
団
員
章
】�

�
�
�
�

▼
�
瀬
広
視
（
南
部
・
部
長
）
▼

�
岡
彰
（
東
部
・
同
）
▼
元
田
啓

介
（
大
佐
・
同
）
▼
小
林
敦
（
神

郷
・
同
）
▼
石
畑
健
（
哲
多
・
同
）

▼
石
井
昌
之
（
哲
西
・
同
）
▼
西

田
邦
男
（
中
部
・
副
部
長
）

【
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
奥
津
忠
和
（
哲
西
・
分
団
長
）

▼
世
垣
計
紀
（
西
部
・
副
分
団
長
）

▼
吉
國
澄
（
同
・
同
）
▼
瀧
口
高

利
（
哲
多
・
同
）
▼
松
本
恭
治
（
哲

西
・
同
）
▼
名
越
淑
郎
（
消
防
本

部
・
消
防
司
令
補
）

【
表
彰
章
】�

��

�
�

��

▼
藤
野
友
行
（
東
部
・
副
分
団
長
）

▼
伊
東
武
男
（
北
部
・
同
）
▼
仲

田
太
郎
（
西
部
・
同
）
▼
山
田
邦

広
（
大
佐
・
同
）
▼
田
口
英
男
（
哲

西
・
同
）
▼
竹
下
定
男
（
東
部
・

部
長
）
▼
前
田
幸
信
（
大
佐
・
同
）

▼
田
原
裕
之
（
神
郷
・
同
）
▼
小

郷
政
弘
（
哲
多
・
同
）
▼
佐
藤
睦

美
（
同
・
同
）
▼
栗
本
真
吾
（
神

郷
・
副
部
長
）
▼
中
沢
英
男
（
中

部
・
班
長
）
▼
古
林
竜
勝
（
南
部
・

同
）
▼
柴
倉
裕
樹
（
西
部
・
同
）

▼
貞
岡
富
佐
雄
（
消
防
本
部
・
消

防
司
令
補
）

【
青
年
章
】�

�
�
�
�

▼
野
田
昌
輝
（
哲
西
・
班
長
）
▼

藤
原
司
（
神
郷
・
団
員
）
▼
山
室

俊
介
（
哲
多
・
同
）

【
精
勤
章
　

年
勤
続
】 ��

�
�

２０

��

▼
池
田
潤
（
大
佐
・
副
分
団
長
）

▼
井
上
久
和
（
哲
西
・
同
）
▼
矢

田
谷
太
志
（
同
・
部
長
）
▼
石
井

昌
之
（
同
・
同
）
▼
中
島
康
晶
（
大

佐
・
副
部
長
）
▼
上
田
稔
（
哲
西
・

同
）
▼
岩
田
征
士
（
中
部
・
班
長
）

▼
矢
庭
淳
二
（
大
佐
・
同
）
▼
石

田
浩
司
（
同
・
同
）
▼
沖
津
尊
康

（
哲
西
・
同
）
▼
村
上
和
昌
（
中

部
・
団
員
）
▼
本
近
俊
博
（
同
・

同
）
▼
平
松
久
明
（
東
部
・
同
）

▼
大
森
隆
志
（
同
・
同
）
▼
�
瀬

昌
利
（
西
部
・
同
）
▼
金
田
直
樹

（
同
・
同
）
▼
坂
口
弘
司
（
同
・
同
）

▼
石
倉
賢
児
（
神
郷
・
同
）
▼
山

上
隆
平
（
同
・
同
）
▼
岩
田
眞
優

美
（
哲
多
・
同
）
▼
田
邉
成
子

（
同
・
同
）
▼
逸
見
真
由
美
（
同
・

同
）
▼
田
村
雄
二
（
同
・
同
）
▼

野
崎
操
（
哲
西
・
同
）
▼
青
木
元

（
同
・
同
）
▼
川
原
善
法
（
同
・
同
）

▼
前
田
勝
志
（
消
防
本
部
・
消
防

司
令
補
）
▼
上
田
肇
（
同
・
同
）

▼
嘉
壽
貴
徳
（
同
・
同
）
▼
川
上

誠
（
同
・
同
）
▼
杉
本
義
幸
（
同
・

同
）

【
表
彰
章
】�

�
�
�
�

▼
山
澤
武
司
（
中
部
・
副
分
団
長

▼
内
田
輝
彦
（
南
部
・
同
）
▼
西

川
浩
治
（
東
部
・
同
）
▼
�
田
修

二
（
北
部
・
同
）
▼
鹿
島
寿
享
（
大

佐
・
同
）
▼
岡
崎
訓
（
哲
多
・
同
）

▼
常
松
博
史
（
西
部
・
副
部
長
）

▼
瀬
尾
浩
司
（
哲
西
・
団
員
）
▼

芳
賀
正
治
（
消
防
本
部
・
消
防
司

令
）

【
特
別
表
彰
】�

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

��
会
入
賞

平
成

年

平
成　

年　
　
　
　
　

２７２７

新新
見
市
消
防

見
市
消
防
出
初
式

出
初
式

新
見
市
消
防
出
初
式
が
１
月

　

新
見
市
消
防
出
初
式
が
１
月　
１１１１

日日
��
、
ま
な
び
広
場
に
い
み
で
行

、
ま
な
び
広
場
に
い
み
で
行

わ
れ
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
、

わ
れ
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
、
来
賓
の
計

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
、
来
賓
の
計

９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
永

９
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
永

年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
功
績
の

年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
消
防
団
員
な
ど
の
表
彰
が

あ
っ
た
消
防
団
員
な
ど
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
式
典
後
に
は
、
ま
な
び

行
わ
れ
、
式
典
後
に
は
、
ま
な
び

広
場
に
い
み
横
の
高
梁
川
で
一
斉

広
場
に
い
み
横
の
高
梁
川
で
一
斉

放
水
を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
の
成

放
水
を
行
い
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た

果
を
披
露
し
ま
し
た
。。　

当
日
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人

　

当
日
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
人

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

岡
山
県
知
事
表
彰

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

備
中
地
区
消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

優
良
団
員
表
彰

優
良
団
員
表
彰
やや

一
斉
放
水

一
斉
放
水
でで
士
気
高

士
気
高
めめ
るる

����������������
■日時　�月��日�～�月�日�

■場所　新見中央商店街・   新見御殿町・新見駅前

■催し物

�石雛展示

�新見のグルメフェア（夢市場で�月��日�、�月�日�）

�ミニＳＬ運行

　（�月�日午前・午後�回ずつ　雨天中止）など

■問い合わせ先　商工観光課商工観光係　������

　　　　　　　　新見市観光協会　　　　������



������������
������������

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部：

準
優

勝
神
郷
分
団
）

▼
槙
原
武
一
（
神
郷
・
分
団
長
）

　【
表
彰
章
】�

��

�
�

��

▼
建
石
普
児
（
西
部
・
班
長
）
▼

戸
村
亮
（
中
部
・
団
員
）
▼
道
繁

慶
昭
（
同
・
同
）
▼
藤
澤
政
行
（
南

部
・
同
）
▼
前
川
秀
治
（
同
・
同
）

▼
藤
野
準
平
（
東
部
・
同
）
▼
山

下
宏
治
（
同
・
同
）
▼
清
水
知
行

（
北
部
・
同
）
▼
西
村
大
輔
（
同
・

同
）
▼
渡
邉
和
之
（
西
部
・
同
）

▼
本
田
和
也
（
大
佐
・
同
）
▼
戸

田
康
孝
（
同
・
同
）
▼
福
谷
友
和

（
神
郷
・
同
）
▼
小
早
川
哲
哉
（
同
・

同
）
▼
品
川
宣
彰
（
哲
多
・
同
）

▼
小
林
政
紀
（
同
・
同
）
▼
横
田

百
合
子
（
哲
西
・
同
）
▼
野
村
政

美
（
同
・
同
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
　

年
勤
続
】

２５

��

�
�

��

▼
森
岡
一
郎
（
大
佐
・
副
分
団
長
）

▼
田
辺
仁
志
（
神
郷
・
同
）
▼
後

藤
智
行
（
哲
多
・
同
）
▼
石
倉
洋

祐
（
神
郷
・
部
長
）
▼
磯
田
勝
美

（
大
佐
・
副
部
長
）
▼
坂
本
茂
樹

（
北
部
・
班
長
）
▼
東
郷
浩
幸
（
大

佐
・
同
）
▼
横
尾
秋
夫
（
同
・
同
）

▼
松
原
康
治
（
神
郷
・
同
）
▼
信

谷
好
幸
（
同
・
同
）
▼
岡
崎
豊
（
哲

多
・
同
）
▼
名
越
伸
明
（
中
部
・

団
員
）
▼
西
嶋
昭
（
哲
多
・
同
）

▼
寺
奥
昇
（
哲
西
・
同
）
▼
小
川

浩
三
（
同
・
同
）

同
）
▼
江
田
真
司
（
同
・
同
）
▼

三
上
和
宏
（
哲
西
・
同
）

【
精
勤
章 
�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
柴
原
三
紀
男
（
神
郷
・
班
長
）

▼
沖
津
巧
士
（
哲
西
・
同
）
▼
清

水
啓
司
（
同
・
同
）
▼
岡
本
貴
行

（
東
部
・
団
員
）
▼
木
曽
田
満
（
北

部
・
同
）
▼
木
曽
田
一
機
（
同
・

同
）
▼
清
水
知
行
（
同
・
同
）
▼

西
村
大
輔
（
同
・
同
）
▼
上
田
広

明
（
大
佐
・
同
）
▼
仲
田
新
吾
（
神

郷
・
同
）
▼
藤
原
司
（
同
・
同
）

▼
信
谷
和
宏
（
同
・
同
）
▼
井
上

富
男
（
哲
多
・
同
）
▼
小
川
要

（
同
・
同
）
▼
宝
蔵
信
人
（
同
・
同
）

▼
逸
見
賢
司
（
哲
西
・
同
）
▼
佐
々

木
信
幸
（
同
・
同
）
▼
羽
場
勝
弘

（
同
・
同
）

【
特
別
表
彰
】

第　

回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大

��
会
出
場
選
手

（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）

▼
林
洋
志
（
神
郷
・
班
長
）
▼
横

山
岳
人
（
同
・
団
員
）
▼
竹
本
洋

祐
（
同
・
同
）
▼
千
原
達
也
（
同
・

同
）
▼
藤
原
司
（
同
・
同
）
▼
塚

本
誠
二
（
同
・
同
）

（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

▼
福
田
洋
介
（
神
郷
・
団
員
）
▼

中
田
浩
二
（
同
・
同
）
▼
長
谷
川

寛
之
（
同
・
同
）
▼
大
原
勲
之

（
同
・
同
）
▼
小
早
川
哲
哉
（
同
・

同
）

�
��

�
�
�
�
�
	

��

【
永
年
勤
続
功
労
章
】�

�
�
�
�

▼
石
田
實
（
西
部
・
分
団
長
）
▼

船
越
二
郎
（
北
部
・
副
分
団
長
）

▼
山
本
英
治
（
西
部
・
同
）
▼
岡

崎
訓
（
哲
多
・
同
）
▼
吉
川
元
見

（
同
・
同
）
▼
三
原
茂
樹
（
消
防
本

部
・
消
防
司
令
）

　【
功
績
章
】�

�
�
�
�

▼
三
原
茂
樹
（
消
防
本
部
・
消
防

司
令
）

【
精
績
章
】�

�
�
�
�

▼
山
�
信
吾
（
団
本
部
・
分
団
長
）

▼
渡
邉
登
（
中
部
・
同
）
▼
山
本

仁
（
消
防
本
部
・
消
防
司
令
）

【
勤
続
章 
�

年
勤
続
】�
��

�
�

��

��

▼
槙
原
武
一
（
神
郷
・
分
団
長
）

▼
中
村
勲
（
中
部
・
副
分
団
長
）

▼
宮
地
岩
男
（
南
部
・
同
）
▼
西

川
浩
治
（
東
部
・
同
）
▼
田
中
隆

博
（
大
佐
・
同
）
▼
西
村
賢
治
（
西

部
・
団
員
）
▼
森
下
永
治
（
大
佐
・

同
）
▼
山
崎
伸
昭
（
神
郷
・
同
）

▼
四
木
潤
一
（
同
・
同
）
▼
渡
辺

昭
良
（
哲
西
・
同
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
総
務
課

　

�
�
�
�
�
�

【
精
勤
章 
�

年
勤
続
】��

�
�

��

��

▼
逸
見
和
幸
（
南
部
・
副
部
長
）

▼
綱
島
達
朗
（
中
部
・
班
長
）
▼

二
嶋
龍
介
（
同
・
同
）
▼
西
村
義

和
（
東
部
・
同
）
▼
安
田
弘
志
（
西

部
・
同
）
▼
沼
本
静
馬
（
大
佐
・

同
）
▼
佐
藤
忠
徳
（
同
・
同
）
▼

三
上
安
正
（
哲
多
・
同
）
▼
戸
村

和
紀
（
同
・
同
）
▼
瀧
口
征
希

（
同
・
同
）
▼
清
水
幸
一
（
同
・
同
）

▼
横
田
豊
明
（
哲
西
・
同
）
▼
杉

本
一
明
（
同
・
同
）
▼
矢
吹
知
之

（
同
・
同
）
▼
�
田
正
延
（
南
部
・

団
員
）
▼
冨
谷
典
之
（
同
・
同
）

▼
冨
谷
修
一
（
同
・
同
）
▼
前
田

孝
志
（
同
・
同
）
▼
藤
井
耕
嗣
（
東

部
・
同
）
▼
西
山
優
深
（
同
・
同
）

▼
藤
井
利
和
（
同
・
同
）
▼
武
岡

裕
和
（
同
・
同
）
▼
小
野
勲
（
北

部
・
同
）
▼
小
谷
英
司
（
同
・
同
）

▼
山
田
和
彦
（
同
・
同
）
▼
橋
本

克
己
（
同
・
同
）
▼
�

田
恭
一

（
同
・
同
）
▼
吉
國
靖
弘
（
西
部
・

同
）
▼
上
杉
大
治
（
同
・
同
）
▼

田
邊
健
治
（
同
・
同
）
▼
河
野
広

茂
（
同
・
同
）
▼
小
田
周
二
（
同
・

同
）
▼
細
谷
義
雄
（
同
・
同
）
▼

柴
田
勝
�
（
大
佐
・
同
）
▼
木
村

俊
文
（
同
・
同
）
▼
山
田
賢
治

（
同
・
同
）
▼
森
岡
幸
士
（
同
・
同
）

▼
下
田
泰
久
（
同
・
同
）
▼
福
田

隆
彰
（
神
郷
・
同
）
▼
鈴
木
日
出

夫
（
同
・
同
）
▼
宝
蔵
宏
司
（
同
・

同
）
▼
谷
口
匡
志
（
哲
多
・
同
）

▼
赤
迫
隆
（
同
・
同
）
▼
小
林
健

太
（
同
・
同
）
▼
田
辺
順
也
（
同
・

新
見
市
消
防
団
長
表
彰

新
見
市
長
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

消
防
庁
長
官
表
彰

 ■日時

　 �月��日�～

　 �月�日�

　 ��：��～��：��

■場所　きらめき広場・哲西　文化ホール

■催し物　�開会式　� 月��日�　��：��～

�������������������
�甘酒サロン　�月��日�

　��：��～��：��（���円）

�抹茶席 �月� 日�　��：��～��：�� （���円）

�お花体験教室

　�月�日�　��：��～��：��（参加費���円/人）

※お花体験教室は先着��名です。

■問い合わせ先　哲西支局　������



������������
������������

平成��年度 上半期一般会計の財政状況

財産収入　１億５９万円（０．４％）�
自動車取得税交付金　３，４６０万円（０．１％）�
配当割交付金　１，３８０万円（０．１％）�
地方特例交付金　９２０万円（０．０％）�
交通安全対策特別交付金　９００万円（０．０％）�
利子割交付金　８１０万円（０．０％）�
寄附金　４４２万円（０．０％）�
株式等譲渡所得割交付金　１２０万円（０．０％）�

地方交付税�
１２７億３００万円�
(５２.３%)

市税�
３２億９,５００万円�
(１３.６%)

市債�
３０億２,７５４万円�
(１２.５%)

国庫支出金�
２２億１，８７９万円（９．１％）�

県支出金　９億３，６０２万円 （３．９％）�

消防費�
１１億８，５８１万円�
（４．９％）�

土木費�
３６億６，０１０万円�
（１５．１％）�

民生費�
５１億９，５４５万円�
（２１．４％）�

公債費�
４８億４，２４２万円�
（１９．９％）�

教育費�
２１億５，２３４万円�
（８．９％）�

衛生費�
２１億３，１０１万円�
（８．８％）�

労働費　４，４６４万円（０．２％）�

農林水産業費　７億５，７３１万円（３．１％）�

商工費　３億１，３５５万円（１．３％）�

総務費�
３１億２，１５９万円�
（１２．８％）�

歳出�

歳入�

歳入総額�

（うち繰越事業費１７億１１１万円）�

繰越金　６億３，０４４万円（２．６％）�

地方消費税交付金　３億５，５１０万円（１．５％）�

地方譲与税　２億６，０００万円（１．１％）�

使用料および手数料　２億２，０４６万円（０．９％）�

諸収入　１億７，７８４万円（０．７％）�

分担金および負担金　１億６，６８０万円（０．７％）�
繰入金　１億１，２７９万円（０．５％）�

議会費�
１億８，５１９万円�
（０．８％）�

予備費�
７，０００万円�
（０．３％）�

災害復旧費�
７，８０３万円�
（０．３％）�

242億8,469万円�

歳出総額�

（うち繰越事業費１７億１１１万円）�

242億8,469万円�

諸支出金�
５億４，７２５万円�
（２．２％）�

��
��

平成 ��年度上半期

��������	
��
������������

��������	�
��
�����
���

�������
��������	
��
���������

����������	
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�����������	�

��������	�
���
��������
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���������

��������	
��
����������������

�����������	
��
������������
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地方債の現在高

会計別予算の執行状況

上水道事業（公営企業）の状況 （平成��年度上半期）

財産の現在高

�世帯・市民�人当たりの状況

一般会計�
３２７億５,４０２万円�
（６１.６％）�

下水道事業特別会計�
１５６億９,３２２万円�
（２９.６％）�

簡易水道事業特別会計�
４５億５,２５９万円（８.６％）�

診療所特別会計�
８,８４７万円（０.２％）�

国民健康保険特別会計（直診勘定）�
４５７万円（０.０％）�

総額  ���億�����万円

■問い合わせ先　財政課　������

歳入歳出
差 引 額

執行済額
� 月 末
予算現額

会計名 歳出歳入

比率支出済額比率収入済額

万円

���,���
％

��.�
万円

���,���
％

��.�
万円

�,���,���
万円

�,���,���一 般

△ �,�����.��,����.������,���診 療 所

△ �,�����.����,�����.����,������,���国民健康保険
（事業勘定）

△ �,�����.��,�����.��,�����,���国民健康保険
（直営診療勘定）

�,�����.����,�����.����,������,���介 護 保 険
（保険事業勘定）

△ ����.��,�����.�����,���介 護 保 険
（介護サービス事業勘定）

�,�����.���,�����.���,�����,���後期高齢者医療

△ ��,�����.���,�����.���,������,���簡易水道事業

△ ��,�����.���,�����.���,������,���下水道事業

�,�����.��,������.��,����,���観 光 事 業

�,����.����.��,����,���豊永財産区

���.����.�����萬歳財産区

��,�����.��,������.���,�����,���農業共済事業

���,�����.��,���,�����.��,���,����,���,���計

��億�,���万円有価証券および出資による権利

���億���万円基金（現金）

�億�,���万円債権

��,���,����土地

���,����建物

市税の�
負担額�

予算額�

地方債の�
残高状況�
（一般会計）�

平成��年�月末現在

世帯数…������世帯　人口…������人
（世帯数・人口ともに外国人を含む）

�世帯
�������円

市民�人
�������円

�世帯
���������円

市民�人
�������円

�世帯
�������円

市民�人
�������円

（　　　　 　　　　）（　　　　 　　　　）交付税補填分 ���������円
合計 ���������円

交付税補填分 �������円
合計 ���������円

※万円以下の数字があるため、執行済額の比率欄が一致しない場合がある。

給　水　戸　数 ………………………………… �����戸

給　水　人　口 ………………………………… ������人

配　　水　　量 ……………………………… ��������

有　収　水　量 ……………………………… ��������

有　　収　　率 …………………………………… ����％

�日平均配水量 ………………………………… ������

主な建設改良事業

建設改良事業 …………………………………… ���万円

費用の部収益の部

�����万円営業費用
（人件費など）

�億�����万円営業収益
（水道料金など）

�����万円営業外費用
（支払利息など）

�万円営業外収益
（預金利息など）

���万円特別損失
（資産売却損など）

�万円特別利益
（資産売却益など）

�����万円計�億�����万円計

当期（上半期）純利益　 �����万円
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 所  代さん （１１０歳） が、

岡山県の最高齢者に！

　昨年��月に足見矢茂の   所  
しょ

 � 
よし

 代 さん（���歳、
よ

女性）が岡山県内最高齢者になられました。

　市長が�月��日にご自宅を訪問し、ご長寿を

お祝いしました。

■問い合わせ先　福祉課高齢者福祉係　������

べっ

べっ  しょ よし   よ

長寿者お祝い

　

消
防
団
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る
消
防
防

災
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、
市
民
の
安
心
・

安
全
確
保
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
国
的
に
も
減

り
続
け
て
い
る
消
防
団
員
の
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
団
員
数
は
、
最
近
�

年
間
は
横
ば
い
の
状
況
で
推
移
し
て
お
り

ま
す
が
、
新
市
発
足
以
降
、
下
降
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
�
月
か
ら
、
若
さ
と
行
動

力
そ
し
て
専
門
的
知
識
の
活
用
が
期
待
で

き
る
新
見
公
立
大
学
・
短
期
大
学
の
学
生
を

対
象
と
し
て
、
特
定
の
消
防
団
活
動
に
の
み

従
事
す
る
機
能
別
団
員
制
度
を
導
入
し
ま

す
。
こ
れ
は
消
防
団
員
の
確
保
と
、
大
規
模

災
害
時
な
ど
に
お
け
る
消
防
団
員
活
動
の

補
完
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
大
学
生
を
対

象
と
す
る
機
能
別
団
員
制
度
の
導
入
は
岡

山
県
内
初
の
試
み
で
あ
り
、
他
市
町
村
の
消

防
団
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
機
能
別
団
員
は
災
害
時
の
現
場

活
動
を
直
接
行
う
の
で
は
な
く
、
�
災
害
時

の
避
難
所
に
お
け
る
救
急
救
護
、
�
消
防
講

習
会
な
ど
に
お
け
る
広
報
・
予
防
啓
発
、
�

消
防
団
活
動
に
お
け
る
ラ
ッ
パ
隊
へ
の
参

加
と
い
っ
た
活
動
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
報
酬
、
費
用
弁
償
、
活
動
服
な

ど
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
消
防
団

活
動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
多

く
の
大
学
生
の
み
な
さ
ん
に
入
団
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
ま
し
て
、
本
市

消
防
団
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
消
防
団
活
動
に
対
す
る
一

層
の
ご
理
解
と
防
災
意
識
の
向
上
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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　この縦覧は、選挙人の異議申し出の機会を保

障することとして、登録漏れや無資格者の登録、

記載事項の誤りなどを防止するために行うも

のです。

■縦覧期間

・選挙人名簿・在外選挙人名簿　　

　�月�日�～�日�

・農業委員会委員選挙人名簿

　�月��日�～�月�日�

※時間はいずれも� ： ��～�� ： ��

■縦覧場所・問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局　������

���������	
����
�

��������	
　今年は、全国一斉に統一地方選挙が行われ、新見

市では、�月に岡山県議会議員選挙が行われます。

　この選挙に立候補を予定している人を対象に、立

候補手続きや選挙公営制度などの説明会を開催し

ます。立候補予定の人は必ず出席してください。

■日時

　�月��日�　�� ： ��～

■場所

　市役所�階　第�委員会室

■その他

　当日は、立候補届出用紙などをお渡ししますので、

　印鑑をご持参ください。

■問い合わせ先

　選挙管理委員会事務局　������

��������	
��
��������	
��
���
������

プロ農家の指導による実習作業を中心とした「就農準備講座」を開催します。

�������
【場所】未定　
　�月　育苗管理
　�月　定植
　�月　誘引、芽かぎ、収穫
　��月　片付け

��������
【場所】豊永ピオーネ交流館ぶどう研修ほ場
　�月　苗木植え付け
　�月上旬　花穂整形、誘引
　�月下旬　房づくり
　�月　間引き、袋かけ
　��月　収穫、出荷調整
　��月　仮せん定
　�月　本せん定

������
【場所】草間
　�月　開花期前後の管理　　　�月　収穫
　�月　摘果　　　　　　　　　��月　せん定
　�月　袋かけ

　

��������
【場所】神郷高瀬
　�月　ほ場準備
　�月　苗定植
　�月　収穫・出荷調整
　��月　片付け、施肥
※場所および時期は変更になる場合があります。

■受講資格
・市内で販売を目的に新たにピオーネ、もも、トマ
　ト、りんどうの栽培に取り組むか、取り組んで間
　もない人
・年間を通して参加可能で、開催場所まで現地集合
　できる人
※希望者多数の場合は、受講できない場合があります。
■参加費　無料（一部実費が必要）
■講師
　プロ農家、ＪＡ阿新営農指導員、新見農業普及指
　導センター職員
■募集期間　平成��年�月�日�～�月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　新見農業普及指導センター　������
　農林課農業振興係　������

■内容

　年間�～�回程度、主に平日午前中に�時間程度行います。日程は開催前にハガキで連絡

　します。
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源
泉
徴
収
票
、
譲
渡
所
得
、
保
険
金
な

ど
の
内
容
が
確
認
で
き
る
も
の
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

生
命
・
地
震
・
損
害
保
険
料
支
払
証
明

書
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
領

収
書
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
領
収
書
、
障
害

者
手
帳
な
ど
。

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
預
金
通
帳

な
ど
）

�
�
�
�

【
農
業
・
営
業
・
不
動
産
申
告
】

　

収
入
と
経
費
が
わ
か
る
帳
簿
（
計
算
し

た
も
の
）
か
、
収
支
内
訳
書
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
農
業
申
告
の
場
合
は
、
Ｊ
Ａ
阿

新
広
報
紙
「
あ
し
ん
」　

月
号
と
一
緒
に

��

配
布
さ
れ
て
い
る
収
支
内
訳
準
備
表
に
記

入
し
、
申
告
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

収
支
内
訳
準
備
表
は
各
支
局
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
肉
用
牛
申
告
】

　

収
支
計
算
で
行
う
た
め
、
確
認
で
き
る

資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

売
却
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
免
税
対

象
牛
で
あ
っ
て
も
、
免
税
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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�
�
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飼
料
費
、
種
付
料
、
診
察
料
、
畜
舎
の

修
理
代
、
牛
の
運
搬
料
な
ど
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�

【
医
療
費
控
除
の
申
告
】

　

平
成　

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
、
介

��

護
保
険
で
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
領
収
書
、

ま
た
、
保
険
な
ど
で
補
填
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
は
、
医
療
を
受
け
た
人
ご
と
に

分
け
、
合
計
金
額
を
計
算
し
た
う
え
で

申
告
く
だ
さ
い
。

【
平
成　

年
１
月
か
ら
記
帳
・ 
帳
簿 

２６

　
 な
ど
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡 

  
大
さ
れ
ま
し
た
】

　

事
業
所
得
（
農
業
を
含
む
）、
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
全
て
の
人
に

つ
い
て
、
記
帳
と
帳
簿
の
保
存
（
�
〜
�

年
間
）
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
申
告
の
必
要
が
な
い
人
も
、
保

　

存
制
度
の
対
象
で
す
。

申
告
前
に
ご
確
認
を　
!!

よ
く
あ
る
質
問
Ｑ
＆
Ａ

退
職
し
た
年
の
申
告
は
必
要
で

す
か
？

年
内
に
再
就
職
し
た
場
合
は
、
職

場
で
年
末
調
整
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
申
告
は
不
要
で
す
。

年
内
に
再
就
職
し
て
い
な
い
人
は
、
申

告
が
必
要
で
す
。
源
泉
徴
収
票
と
控
除

に
必
要
な
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

転
居
・
結
婚
な
ど
に
よ
り
申
告
時

の
住
所
・
氏
名
と
源
泉
徴
収
票
の

住
所
・
氏
名
が
異
な
る
場
合
、申
告
書
に

ど
ち
ら
を
記
載
す
れ
ば
い
い
の
？

申
告
時
の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要

で
す
か
？

所
得
証
明
書
の
交
付
、
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
、
児
童
手
当
の
給

付
な
ど
に
お
い
て
、
申
告
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
し
た
人
の
申
告
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
？

準
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
準
確
定
申
告
は
相
続

人
が
�
月
�
日
か
ら
死
亡
の
日
ま
で
の

所
得
を
計
算
し
て
行
い
ま
す
。
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申告相談日程

●新見支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��新見・高尾・西方・下熊谷山村開発センター木�月��日

�：��～��：��金谷・正田・石蟹山村開発センター金�月��日

�：��～��：��唐松市民センター管内・長屋唐松公民館月�月��日

�：��～��：��千屋市民センター管内千屋公民館火�月��日

�：��～��：��菅生市民センター管内菅生公民館
月�月��日

�：��～��：��井倉市民センター管内井倉公民館

�：��～��：��熊谷市民センター管内熊谷公民館火�月��日

�：��～��：��草間市民センター管内草間公民館（別館）月�月�日

�：��～��：��上市市民センター管内上市公民館月�月�日

�：��～��：��豊永市民センター管内豊永公民館金�月��日

�：��～��：��全市山村開発センター日�月��日

�：��～��：��全市山村開発センター月�月��日

申告会場の混雑緩和のために大まかな地区割りをしていますが、市内どこの会場でも申告
することができます。ご都合に合わせご来場ください。

■問い合わせ先

　税務課市民税係　������

●神郷支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��
高瀬
（野原・野原鷲尾を除く）

旧高瀬小学校
火�月��日

�：��～��：��
釜村・野原・
野原鷲尾

新郷市民センター

�：��～��：��
野田 ・ 岩屋 ・ 新市
湯舟 ・ 小谷 ・ 笹尾
備北開拓 ・ 舞尾・

やまびこ広場神郷水�月��日

�：��～��：��
油野
（笹尾・備北開拓を除く）

旧油野小学校

木�月��日

�：��～��：��
足立・坂根 
河原・三信

やまびこ広場神郷

●大佐支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��町筋以外の川西おおさ総合センター水�月��日

�：��～��：��川東・上刑部おおさ総合センター木�月��日

�：��～��：��大井野・町筋おおさ総合センター金�月��日

�：��～��：��布瀬
旧布瀬小学校
（午前)
土�月��日

�：��～��：��田治部田治部小学校
（午前)

●哲多支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��蚊家・田淵・大野新砥公民館火�月�日

�：��～��：��荻尾・矢戸・老栄夢ひろば萬歳水�月�日

�：��～��：��宮河内・花木哲多支局木�月�日

�：��～��：��本郷・成松 哲多支局金�月�日

●哲西支局管内

受付時間対象地区申告会場曜
日月　日

�：��～��：��大野部・八鳥・畑木きらめき広場・哲西水�月��日

�：��～��：��大竹・矢田きらめき広場・哲西木�月��日

�：��～��：��上神代きらめき広場・哲西金�月��日

※申告期間中、土・日曜日を除き山村開発センターでも、申告相談を受付しますが、市内各申告会場へ職員を派遣するため、職員が少
数となり待ち時間が長くなります。また、申告の内容によっては、税務署の申告相談へご案内する場合もありますのでご了承ください。

　平成��年度税制改正により、公的年金などの収入が���万円以下で、公的年金に係る雑
所得以外の所得が��万円以下である場合、所得税確定申告書の提出は不要となっており
ますが、住民税については申告書の提出が必要です。お近くの上記会場で申告してください。



�������������
������������

　

市
議
会　

月
定
例
会
が　

月　

��

��

��

日
か
ら　

月　

日
に
か
け
て
開
催

��

��

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、 報
告
�
件
、 条
例　

件
、

��

 
予
算　

件
、 そ
の
他
議
案
�
件
、 発

��

議
�
件
の
計　

件
で
し
た
。

��

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　
■
新
見
市
職
員
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
行
政

職
給
料
表
等
の
改
定
を
行
う
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

可
決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
消
防
団
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
内
の
大
学
生
を
対
象
と
し
て
、

特
定
の
消
防
団
活
動
に
の
み
参
加

す
る
「
機
能
別
団
員
制
度
」
を
導

入
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

 
� 
条
例
関
係

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年��月
定例会

■
新
見
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

田
治
部
小
学
校
及
び
正
田
小
学

校
の
学
校
統
合
を
進
め
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
■
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２６

算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
�
億

� ,
�
�
�
万
円
を
追
加
し
、
総
額

�
�
�
億
� ,
�
�
�
万
円
と
す

る
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

○
有
害
鳥
獣
捕
獲
奨
励
事
業

…
…
…
…
…
…
… 
�
�
�
万
円

○
新
見
の
森
と
匠
を
活
か
す
家
づ

く
り
支
援
事
業

…
…
…
…
…
…
… 
�
�
�
万
円

○
小
学
校
統
合
推
進
事
業

…
…
…
…
…
…
… 
�
�
�
万
円

○
市
債
の
任
意
繰
上
償
還

新
見
市
消
防
団
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、新
見
市
立
小
学
校

及
び
中
学
校
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、平
成　

年
度
新
見
市
一
般

２６

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）、第
２
次
新

見
市
総
合
振
興
計
画
な
ど
を
可
決

新見市立小学校及び中学校条
例等の一部を改正する条例

条例第��号

第�次新見市総合振興計画につ
いて

議案第��号

さらなる年金削減の中止と最
低保障年金制度の実現を求め
る陳情

陳情第�号

さらなる年金削減の中止と最
低保障年金制度の実現を求め
る意見書 （案）

発議第�号

発
議
第
�
号

の「
可
決
」に

陳
情
第
�
号

の「
採
択
」に

議
案
第　

号
��

の「
可
決
」に

条
例
第　

号
��

の「
可
決
」に

議員名

議
席
番
号

××○○宮本　英基�

○○○○小河　俊文�

××○○岩田　秀之�

××○○石田　　實�

○○○○坂東　義生�

○○○○山本　昌次�

○○○×杉本美智子�

××○○難波　孝一�

○○○○藤澤　正則�

○○○○津島　大孝��

○○○○林　　光和��

○○○○塩飽　満路��

○○××橋本　亨子��

○○○○面田　照雄��

××○○羽場　純三��

○○○○榎　日出男��

○○○○仲田　康豊��

 
�
予
算
関
係

 
�
議
案
の
賛 
否
（
賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
み
）

※「○」は賛成、「×」は反対

…
…
…
…
�
億
� ,
�
�
�
万
円

　
■
第
２
次
新
見
市
総
合
振
興
計
画

に
つ
い
て

　

市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
総
合

振
興
計
画
に
つ
い
て
、
現
総
合
振

興
計
画
の
計
画
期
間
（
H　

〜
H

��

　

）
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

��新
市
発
足
か
ら
第
�
次
と
な
る
新

た
な
総
合
振
興
計
画
を
可
決
し
ま

し
た
。

■
新
見
市
哲
西
診
療
所
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

「
社
会
医
療
法
人
哲
西
会
」を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
を
可

決
し
ま
し
た
。

■
新
見
市
哲
西
歯
科
診
療
所
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
 
「
医
療
法
人
牧
水
会
」
を
指
定

管
理
者
に
指
定
す
る
こ
と
を
可
決

し
ま
し
た
。

　
■
さ
ら
な
る
年
金
削
減
の
中
止
と

最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を

求
め
る
意
見
書

　

年
金
の
削
減
は
消
費
を
冷
え
込

ま
せ
、
不
況
を
一
層
深
刻
に
し
、

地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
た
め
、
さ
ら
な
る

年
金
削
減
の
中
止
と
最
低
保
障
年

金
制
度
の
実
現
を
強
く
要
望
す
る

意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に

提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定

数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
２
分
の
１
復
元
を
求
め

る
意
見
書

　

自
治
体
間
で
の
教
育
条
件
格
差

を
解
消
す
る
た
め
、
3
0
人
以
下

学
級
な
ど
の
少
人
数
学
級
の
推
進

や
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
�
分
の

�
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
割
合
を
�
分
の
�
に

復
元
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る

意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に

提
出
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

�
�
�
�
�
�

 
�
議
員
発
議
関
係

 
�
そ
の
他
議
案



�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

■
高
額
な
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
、
払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

　

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
月
内

に
か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担

額
が
一
定
の
金
額
（
※
自
己
負
担

限
度
額
）
を
超
え
て
高
額
に
な
っ

た
と
き
、
そ
の
超
え
た
分
が
あ
と

で
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
住
民
税
の

課
税
区
分
・
所
得
区
分
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

■
申
請
時
は
領
収
書
な
ど
が
必
要

で
す

　

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
、
受
診
し
た

医
療
機
関
の
領
収
書
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
高
額
療
養
費
の
申
請

に
お
い
て
も
領
収
書
が
必
要
で
す
。

申
請
時
に
領
収
書
ま
た
は
そ
の
写

し
が
な
い
場
合
、
医
療
機
関
で
領

収
書
の
再
交
付
（
支
払
証
明
書
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
確
定
申
告

で
領
収
書
を
提
出
さ
れ
る
人
は
、

写
し
を
と
っ
て
お
く
か
、
早
め
に

市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
各
支

局
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

「
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ

ん
」
を
持
ち
継
続
的
に
受
診
す

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
で
す
。

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
は
、

患
者
の
身
近
に
い
て
健
康
相
談

が
気
軽
に
で
き
る
「
パ
ー
ト
ナ

ー
」
で
す
。
病
気
の
早
期
発
見
、

適
切
な
治
療
な
ど
、
あ
な
た
の

家
族
を
健
康
に
導
く
「
か
じ
と

り
役
」
で
あ
る
「
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
」
を
持
ち
ま
し

ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
静
か
に
進
行
し
て
い
き

ま
す
。
多
く
の
場
合
、
異
常
は
早

く
か
ら
健
診
結
果
に
表
れ
ま
す
。

そ
し
て
個
々
の
検
査
値
の
異
常
が

軽
度
で
あ
っ
て
も
、
放
置
し
て
お

く
と
動
脈
硬
化
な
ど
が
進
行
し
、

様
々
な
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
も
同
様
で
、
進
行

し
た
段
階
で
初
め
て
症
状
が
出
る

場
合
が
多
く
、
早
期
の
が
ん
で
症

状
が
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
が
ん
検
診
は
、
早
期
の

が
ん
を
発
見
す
る
の
に
有
効
で
す
。

　

毎
年
必
ず
人
間
ド
ッ
ク
や
健
診

を
受
け
て
、
早
め
の
生
活
習
慣
病

予
防
と
が
ん
の
早
期
発
見
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

　
　

歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

��
入
者
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者
に
つ
い
て
は
、
市
報
で
ド
ッ
ク

の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時

点
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
案
内
や
問
診
票
な
ど
は
、

受
診
日
に
合
わ
せ
て
後
日
送
付
さ

れ
ま
す
。

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

　

加
入
し
て
い
る
保
険
に
よ
り
扱

い
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
職
場
の

担
当
の
人
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（
市
内　
　

代
女
性
）

��

　

仕
事
を
し
て
い
る
時
は
、

職
場
の
人
間
ド
ッ
ク
を
市
外

の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
市
内
の

病
院
で
国
保
の
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
の
病
院
で

検
査
し
た
こ
と
も
あ
り
、
早

く
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き
、

気
に
な
っ
て
い
た
家
の
仕
事

も
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
何

よ
り
、
通
常
�
万
円
ぐ
ら
い

か
か
る
検
査
費
用
で
す
が
、

市
の
助
成
が
あ
り
、
�
割
の

負
担
で
済
む
こ
と
が
大
変
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目

は
、
通
常
の
健
康
診
査
項
目

に
加
え
、
胸
部
と
消
化
器
の

X
線
検
査
や
眼
底
検
査
、
超

音
波
診
断
な
ど
多
数
あ
り
、

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
脳
ド

ッ
ク
検
査
、
婦
人
科
健
診
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
市
内

で
も
十
分
な
検
査
態
勢
が
整

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
来
年
度
、
市

内
の
病
院
で
受
診
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
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��������������

　

市
有
財
産
の
売
払
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
入

札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
こ
の

ほ
か
に
必
要
な
事
項
が
あ
り
ま

す
の
で
、 
必
ず
「
入
札
案
内
書
」

を
ご
請
求
の
う
え
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
売
払
物
件

　

旧
大
佐
診
療
所

　

医
師
住
宅
土
地
・

　

建
物

【
土
地
】

・
所
在

　

大
佐
小
阪
部
�
�
�
�
番
地
�

・
地
目　

宅
地

・
面
積　

�
�
� .　

�
（
公
簿
）

��

【
建
物
】

　

住
宅

・
構
造　

木
造
カ
ラ
ー
鉄
板
葺

　

�
階
建

・
床
面
積　

�
階　
 .　

�　
　
　

��

��

　

�
階　
 .　

�　

計
�
�
� .　

�

��

��

��

　

倉
庫

・
構
造　

木
造
折
板
屋
根
平
屋
建

・
床
面
積　
　
 .　

�

��

��

■
売
払
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

■
最
低
売
払
価
格

　

� ,
�
�
� ,
�
�
�
円

■
入
札
日
時
お
よ
び
場
所

　

日
時　

�
月　

日
�

��

　

・
受
付
時
間

　
　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

・
入
札
開
始　
　

時　

分

��

��

　

入
札
場
所

　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー　

�
階
小
会

　

議
室

■
入
札
方
法
お
よ
び
条
件
な
ど

・
新
見
市
契
約
規
則
の
定
め
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

・
風
俗
営
業
お
よ
び
こ
れ
ら
に
類
す

る
業
へ
の
利
用
を
禁
止
し
ま
す
。

・
物
件
は
現
状
の
ま
ま
引
き
渡
し
ま

す
。
引
渡
後
は
い
か
な
る
事
態
に
も

市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

・
個
人
、
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
入
札
参
加
に
必
要
な
書
類
な
ど

　

個
人
が
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、

次
の
書
類
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
印
鑑
証
明
書
（
発
行
日
か
ら
�
か

月
以
内
の
も
の
）

�
印
鑑
（
�
の
印
鑑
証
明
書
に
よ
り

証
明
さ
れ
た
印
鑑
）

�
入
札
保
証
金

�
筆
記
用
具

　

な
お
、
法
人
に
よ
る
入
札
、
代
理

人
に
よ
る
入
札
を
希
望
す
る
場
合
は
、

そ
の
他
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の

で
、
入
札
案
内
書
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
入
札
保
証
金

・
入
札
金
額
の
�
％
以
上
を
入
札
前

の
受
付
時
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
落
札
で
き
な
か
っ
た
人
に
は
入
札

終
了
後
、
返
納
し
ま
す
。

■
売
買
代
金
の
納
入

　

落
札
者
は
、
契
約
締
結
時
に
売
買

代
金
の　

％
を
契
約
保
証
金
と
し
て

��

納
入
し
、
契
約
後　

日
以
内
に
残
金

��

を
完
納
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
記
手
続
き

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
き

は
、
売
買
代
金
完
納
後
、
市
が
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
登
記
に
必
要

な
登
録
免
許
税
は
落
札
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

建
物
の
表
示
登
記
お
よ
び
保
存
登

記
に
つ
い
て
は
落
札
者
が
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
登

記
に
必
要
な
登
録
免
許
税
も
落
札
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
入
札
物
件
の
下
見

　

大
佐
支
局
（
�
�
�
�
�
�
）
へ

連
絡
の
う
え
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
時

間
は
�
時
〜　

時
ま
で
。（
土
・
日
曜

��

日
、
祝
日
を
除
く
）

■
入
札
案
内
書
の
請
求
・
問
い
合
わ

　

せ
先

　

総
務
課
管
財
係　

�
�
�
�
�
�

※
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
�
月　

日
�　

時
ま
で
に
ご

��

��

連
絡
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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このコンサートでは、

申し込みのあった

市民のみなさんに、

世界的な名器「スタインウェイ」を弾いてい

ただきます。出演者のみならず、観覧さ

れるみなさんも、素晴らしい音色と大ホ

ールならではの音響をお楽しみください。

■日時　�月�日�　��：��～

■場所

　まなび広場にいみ　大ホール

■入場料　無料

■問い合わせ先

　生涯学習課文化振興係　������

������������������
―新見公立短期大学 幼児教育学科 第24回表現発表会―

■日時

　�月��日� ��：��～��：��、

　��：��～��：�� （�回公演）

※開場はどちらも��分前

■場所　まなび広場にいみ大ホール

※入場無料

※親子室も利用可能で、ホワイエでは

　「にこたん」出張ひろばを開設します。

■プログラム

��創作ダンス創作ダンス「「さっ！お仕事・おしごとさ っ ！お仕事 ・ おし ごと」」

��音楽とお話「ピーターと狼」音楽とお話「ピーターと狼」

��劇「灰かぶり姫～シンデレラ～」劇「灰かぶり姫～シンデレラ～」

ほか　ほか

　客席で一緒にできる手遊びやリズム遊びもあります。

　ホワイエで卒業研究ポスターを展示します。

■主催　新見公立短期大学　共催　新見市・新見市教育委員会

　賛助出演　にいみ子育てカレッジ・交流ひろば「にこたん」利用

　　　　　　の子どもたち

■問い合わせ先　新見公立短期大学　������



�������������������������

������������������
���������������������　※�月�日から放送予定　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

���������	
���
　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

���������	
� ～iPadという文房具の可能性を求めて～　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

���������	
��
��� ～出前牧場で子牛の飼育体験学習～　《毎日》 �：��・��：��・��：��

���������	
��
�� ～新見市障害者自立支援協議会～　《毎日》 �：��・��：��・��：��

����������	
��
�����　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

������� ～農作物を守るために～　《毎日》 ��：��・��：��・��：��

����������	
�　《毎日》 �：��・�：��・��：��・��：��

���������	
���～脳卒中・心筋梗塞編～　《毎日》 �：��・��：��・��：��

����������	�
�������	�
������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

���������	
��
��　《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。　■問い合わせ先　企画政策課広報係　������

��������	
��
�����������������������
●放送時間　�日�回　�：��・��：��・��：��

【　月　】  うちの学校に千屋牛がやって来た！～出前牧場で子牛の飼育体験学習～／安全・安心！子どもの食物アレルギー対策

【火・木】 おぼえて安心！心肺蘇生法／新見市消防署からのお知らせ ～脳卒中・心筋梗塞編～／満奇洞

【　金　】 イングリッシュパラダイス／安心して暮らせる社会を目指して ～新見市障害者自立支援協議会～

【　土　】  I CTで授業が変わる！～iPadという文房具の可能性を求めて～／新見市クリーンセンター・新見市処理センターの利

　　　　  用について

【水・日】  イングリッシュパラダイス�／親子で楽しもう！ふれあいあそび（�月�日から放送予定）

��

������
��

����������
���������	
��


���������������	

３月は、 �郷土芸能「備
中神楽」に親しもう！�
 です。お気軽にご参加く
ださい。

■内容
　国指定重要無形民俗文化財の備中神楽の歴史や特
　色を学び、舞を鑑賞する。
■日時
　�月�日�　��：��～��：��
■場所
　まなび広場にいみ　�階和室
■定員　��名程度
※応募者多数の場合は、抽選となります。

■受講料　���円
■申込方法
講座名　（市民学習講座�月「備中神楽に親しも
う！」）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号
を記入して、ハガキまたは電話、ＦＡＸでお申し
込みください。また、まなび広場にいみ受付・市
役所総合窓口・各支局・各市民センター、ふれあ
いセンターに申込用紙を用意していますのでご利
用ください。

■申込締切
　�月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　〒���－����　新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係　������　 �����

��������	
 3�

■内容

　ワープロソフト「ワード」・表計算ソフト「エクセル」

　を使った文書や名簿作成および印刷（�回連続）

■対象

　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人

■日時　�月��日�、��日�、��日�

　　　　※時間はいずれも��：��～��：��

■場所　まなび広場にいみ�階パソコン教室

■参加費　�,���円（テキスト代別途）

■定員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法

講座名（パソコン講座�月「会の予算決算書を作ろ

う」）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記

入して、ハガキまたは電話、ＦＡＸでお申し込みく

ださい。また、まなび広場にいみ受付にも申込用紙

を用意していますのでご利用ください。

■申込締切　�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒���－����　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係　������　 �����
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まちやむらの�あ�れ�こ�れ�

　

近
頃
は
、
多
く
の
種
類
の
鍋
料
理
が

考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新

し
い
味
が
出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
常
の
食
事
で
不
足
し
が
ち
な

野
菜
を 
摂 
る
に
は
と
て
も
良
い
料
理

と

法
で
す
。

　

各
家
庭
で
も
、
材
料
や
味
を
工
夫
し

て
鍋
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

  （
例
）
寄
せ
鍋

　

材
料

野
菜
（
は
く
さ
い
、
ね
ぎ
、
し
ゅ
ん
ぎ

く
、
に
ん
じ
ん
）、
え
の
き
た
け
、
鶏

肉
、
豆
腐

寄
せ
鍋
つ
ゆ
（
４
人
分
）

だ
し
汁
（
こ
ん
ぶ
だ
し
）
５
カ
ッ
プ
、

う
す
く
ち
し
ょ
う
ゆ　

大
さ
じ
２
杯
、

み
り
ん　

大
さ
じ
１
杯

　

材
料
と
し
て
は
、
野
菜
類
、
魚
介
類
、

肉
類
な
ど
多
く
の
食
品
が
利
用
で
き

ま
す
。

　

お
い
し
い
だ
し
汁
で
寄
せ
鍋
つ
ゆ

を
作
る
と
薄
味
で
も
食
べ
や
す
く
な

り
ま
す
。

　
　
　

参
考
資
料

　
　
　
　

新
見
市
史
通
史
編
下

　
　
　
　

哲
多
町
史
民
俗
編

　
　
　
　

改
訂
調
理
用
語
辞
典

　
　
　
　

平
凡
社
飲
食
辞
典

き
、
家
の
中
で
料
理
し
た
り
、
食
べ
た

り
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
肉
類
を
母

屋
で
食
べ
な
い
習
慣
は
第
二
次
世
界

大
戦
後
で
も
残
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
ま
し
た
。
昭
和　

年
頃
か
ら
、
す
き

３０

焼
き
な
ど
の
鍋
料
理
を
家
族
で
食
べ

る
回
数
が
増
え
て
き
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

鍋
料
理
の
種
類

　

現
在
、
寄
せ
鍋
、
す
き
焼
き
、
水
炊

き
、
お
で
ん
、
湯
豆
腐
な
ど
の
一
般
的

な
も
の
か
ら
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た

い
ろ
い
ろ
な
鍋
料
理
が
あ
り
ま
す
。
種

類
は
大
き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
、
水
炊
き
や
湯
豆
腐
、
ち
り
鍋
の
よ

う
に
湯
煮
ま
た
は
こ
ん
ぶ
だ
し
で

煮
て
、
ポ
ン
酢
し
ょ
う
ゆ
や
た
れ
で

薬
味
を
添
え
て
食
べ
る
も
の

二
、
寄
せ
鍋
の
よ
う
に
薄
く
味
つ
け
し

た
汁
の
中
で
煮
て
、
煮
汁
と
一
緒
に

食
べ
る
も
の　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
す
き
焼
き
の
よ
う
に
濃
い
味
の
少

な
い
汁
で
野
菜
、
肉
な
ど
の
材
料
だ

け
を
食
べ
る
も
の

寒
い
日
は

鍋
料
理

　

鍋
料
理
は
鍋
に
材
料
を
入
れ
て
煮

る
だ
け
で
で
き
る
手
軽
な
料
理
で
す
。

忙
し
い
日
に
あ
り
合
わ
せ
の
材
料
で

つ
く
る
鍋
料
理
か
ら
お
も
て
な
し
と

し
て
つ
く
る
鍋
料
理
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
活
用
で
き
ま
す
。

  
寒
い
日
は
鍋
を
囲
む
と
心
も
体
も
温

か
く
な
っ
て
き
ま
す
。

鍋
料
理
の
歴
史

　

平
安
時
代
中
期
に
つ
く
ら
れ
た
辞

書「 
和  
名  
抄 
」に
は
、「 
な
べ
は
魚
瓮（
な

わ 

み
ょ
う 
し
ょ
う

へ
）
と
言
わ
れ
、
魚
と
土
焼
き
の
か
め

の
意
味
で
、
鐵
（
て
つ
・
鉄
）
製
の
物

を
鍋
、
瓦
製
の
も
の
を 
堝 
と
い
う
」
と

な
べ

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
す
べ
て

鍋
の
字
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

鍋
料
理
の
歴
史
は
古
い
の
で
す
が
、

本
来
家
畜
を
食
べ
な
か
っ
た
日
本
人

に
と
っ
て
、
現
在
の
よ
う
に
肉
類
を
使

っ
た
鍋
料
理
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治

以
後
に
な
っ
て
獣
肉
食
が
盛
ん
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
新
見
地
域
で

も
、
長
い
間
、
牛
肉
や
鶏
肉
な
ど
を
食

べ
る
こ
と
は
嫌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
も

し
、
食
べ
る
機
会
が
あ
っ
て
も
外
で
炊



�������������������������

の
味
を
子
や
孫
に
伝
え
て
い
か
ん
と

い
け
ん
け
ぇ
な
ぁ
」「
食
卓
に
高
価
な

食
材
が
な
く
て
も
え
ん
よ
。
手
作
り
が

一
番
の
ご
ち
そ
う
じ
ゃ
が
ぁ
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

五
節
句
の
料
理
を
教
え
て
も
ら
い

に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
食
の
伝
承
、

家
族
に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
料
理

の
向
こ
う
側
に
あ
る
愛
を
み
た
よ
う

で
、
心
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
五
節
句
の
料
理
で
し
た
が
、
子

や
孫
に
昔
か
ら
あ
る
地
域
の
伝
統
行

事
や
料
理
、
そ
し
て
我
が
家
の
味
を
伝

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
食
卓
に
、
ほ
ん
の
少
し

の
食
事
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、
ほ
ん
の
少

し
の
愛
の
ス
パ
イ
ス
を
か
け
て
み
て

は
ど
う
で
す
か
。

　

料
理
を
作
っ
て
み
る
と
「
え
っ
、
こ

ん
な
料
理
が
あ
っ
た
ん
か
な
。
こ
ん
な

作
り
方
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
ぁ
」
と
感

動
と
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
て
い
た
人
々
が
口
々
に

「
昔
は
こ
ー
じ
ゃ
っ
た
か
も
し
れ
ん
け

ど
自
分
の
家
の
味
を
出
し
た
ら
い
い

ん
で
。
今
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
ス
ー
パ
ー

で
も
行
け
ば
な
ん
ぼ
で
も
買
え
る
時

代
じ
ゃ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
お
か
あ
さ
ん

　

神
郷
公
民
館
活
動
で
神
郷
の
五
節

句
を
作
ろ
う
と
い
う
企
画
が
目
に
入

り
、「
え
っ
？
節
句
っ
て
�
つ
も
あ
る

の
？
」
と
思
い
、
神
郷
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
も
惹
か
れ
参
加
し
ま
し
た
。

　

五
節
句
と
い
う
の
は
季
節
の
変
わ

り
目
の
こ
と
で
、
�
月
�
日
の
「
桃
の

節
句
」、
�
月
�
日
の
「
端
午
の
節
句
」、

�
月
�
日
の
「
七
夕
」、
�
月
�
日
の

「
重
陽
の
節
句
（
菊
の
節
句
）」
と
い
う

風
に
、
奇
数
の
重
な
る
日
が
選
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
�
月
�
日
だ
け
は
�
日

（
元
旦
）
を
格
別
の
日
と
し
て
い
た
の

で
、
�
日
の
七
草
と
な
り
、
季
節
の
旬

の
食
物
か
ら
生
命
を
も
ら
い
邪
気
を

払
う
と
い
う
目
的
か
ら
始
ま
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
れ
ら
が
日
本
の
農
耕
を
行

う
人
々
の
風
習
が
合
わ
さ
り
「
節
句
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
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【
新
見
市
報
道
委
員
】 

（
敬
称
略
）

　
　

定
岡　

豊
秋（
西
方
）

　
　

妹
尾
ふ
み
子（
哲
多
町
宮
河
内
）

　
　

角
川　

宣
行（
新
見
）

　
　

杉　
　

秀
樹（
草
間
）

　
　

福
吉
さ
ち
子（
大
佐
田
治
部
）

　
　

上
田　

長
美（
神
郷
油
野
）

　
　

木
村
貴
美
子（
哲
多
町
本
郷
）

　
　

難
波　

美
帆（
哲
西
町
矢
田
）

　
　

難
波　

孝
一

　
　
 
（
総
務
産
建
常
任
委
員
会
委
員
長
）

　
　

永
田　

寛
生（
企
画
政
策
課
長
）

ちょっと�
ひといき�
Have a break.
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時
の
流
れ
は
早
く
過
ぎ
去
っ
た

一
コ
マ
一
コ
マ
が
走
馬
燈
の
よ
う

に
脳
裏
を
駆
け
巡
り
ま
す
。
私
の

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
て
…

　
　

歳
過
ぎ
の
時
は
特
技
が
何
も

��
無
い
の
が
悲
し
く
淋
し
い
思
い
を

し
て
い
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
頃
放

送
で
俳
句
の
募
集
を
聞
き
入
会
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来

得
意
で
は
無
か
っ
た
の
で
す
が
今

も
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し

て　

歳
の
時
は
着
付
け
と
備
北
書

��
道
に
誘
わ
れ
、
次
々
と
資
格
を
得

て
い
く
の
が
面
白
く
て
、
仕
事
と

両
立
の
し
ん
ど
さ
な
ど
は
気
に
な

ら
ず
満
足
で
し
た
。　

歳
半
ば
で

��

水
墨
画
と
日
本
書
道
に
誘
わ
れ
る

ま
ま
に
入
会
し
、
今
ま
で
夢
の
世

界
だ
っ
た
も
の
が
現
実
と
な
り
、

嬉
し
く
て
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
練

習
を
し
ま
し
た
。

　

会
社
を
退
職
し
て
か
ら
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
誘
わ
れ

た
り
、
畑
を
放
置
す
る
の
は
先
祖

に
申
し
訳
な
く
、
野
菜
を
作
り
農

協
に
出
荷
し
た
り
と
、
忙
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
か
ら
ワ
ー
プ
ロ
、

��

　

歳
か
ら
パ
ソ
コ
ン
で
�
箇
所
の

��俳
句
会
の
句
を
打
っ
た
り
し
て
、

寝
る
の
が
つ
い
遅
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
私
の
仕
事
と
し
て
当
た

り
前
と
な
り
負
担
に
感
じ
て
は
い

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
ど
れ
も
自
信
を
持
っ

て
で
き
る
も
の
は
何
一
つ
無
く
、

ま
さ
に
「 
虻  
蜂 
取
ら
ず
」
で
す
。

あ
ぶ 

は
ち

し
か
し
、
ひ
と
え
に
家
族
の
協
力

で
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

今
で
は
ど
れ
も
止
め
難
く
、
ま
た

も
っ
た
い
な
い
気
持
ち
で
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
可
能
性

を
試
す
た
め
、
ま
た
老
い
て
い
く

中
で
生
き
が
い
に
も
な
る
た
め
、

ま
だ
ま
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
保

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


	
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


	
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�


	
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
	


�
�
�
�
	
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


	
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�


�

�����������
あぶ はち

 柴  田   克 子   さん�

しば た かつ こ

大佐永富　主婦

�
�
�
�
�
�
�
�
	

新
見
公
立
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
１
年

新
見
公
立
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
１
年

新
田

  
新  
田 　

玲玲
さ
ん

   

さ
ん　

に
っ 

た 

れ
い

　

（
出
身

（
出
身 

鳥

　

鳥
取
県
米
子
市

取
県
米
子
市
））

��������������������	���
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第　

通
���

 稲  田   由 美   さん�

いな だ ゆ み

岡山県真庭市（出身 新見　旧姓 田森）

主婦

ま
し
た
。

　

中
国
道
の
大
佐
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
降
り
れ
ば
、
赤
い
屋
根
の
田

治
部
小
学
校
は
す
ぐ
に
あ
り
ま
し
た
。
地
域
の

皆
様
方
に
は
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ぐ
ら
い

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
人
よ

り
先
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
子
ど
も
た

ち
と
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
恩
師
の
方
々
・
幼
な
じ
み
・
新
採
用
時
代
に
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
な
ど
と
の
数
々
の
夢
の
よ
う
な
再
会
。

ふ
る
さ
と
で
勤
め
る
こ
と
は
こ
ん
な
に
も
暖
か
い
も
の

か
と
感
動
し
た
�
年
間
で
し
た
。
ま
た
、
城
山
に
登
れ

ば
特
急
「
や
く
も
」
が
眼
下
を
走
り
、
鳶
が
巣
は
昔
の

よ
う
に
優
し
く
私
を
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
は
、
週
に
一
度
は
、
老
齢
の
両
親
に
親
孝
行
の
真

似
事
を
し
に
新
見
に
行
っ
て
ま
す
。
も
し
見
か
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

誠
小
・
新
見
一
中
、
そ
し
て
新
見
高
校
を
卒
業
す

る
ま
で
の　

年
間
、
私
は
新
見
で
育
ち
ま
し
た
。

��

土
曜
夜
市
や
花
火
大
会
が
待
ち
遠
し
く
て
し
か
た
な
か

っ
た
子
ど
も
時
代
、
夢
一
杯
の
青
春
時
代
を
大
好
き
な

新
見
で
過
ご
せ
た
こ
と
を
大
変
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
教
諭
と
し
て
の
新
任
地
は
新
見
市
内
で
し
た
が
、

結
婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
は　

年
以
上
真
庭

��

市
の
落
合
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、　

年
間
勤
め
た
小
学
校
を
定
年
退
職
。
良

��

く
完
走
で
き
た
と
我
な
が
ら
思
っ
て
い
ま
す
、
こ
れ
も

健
康
な
体
に
産
ん
で
く
れ
た
両
親
、
い
つ
も
助
け
て
く

れ
た
家
族
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
赴
任
地
で
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
陰
だ
と
、
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
�
年
前
、
田
治
部
小
学
校
に
転
勤
が
決
ま
り

ま
し
た
。「
遠
い
か
ら
、
通
勤
が
大
変
で
し
ょ
う
」
と
い

う
み
な
さ
ん
の
心
配
を
よ
そ
に
、
私
は
「
ふ
る
さ
と
新

見
」
で
も
う
一
度
勤
務
で
き
る
！
と
わ
く
わ
く
し
て
い

�
�
�
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さ
ん
さ
ん
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　新見市消防本部で、「小型動力ポンプ付軽消

防自動車受納式」が行われました。一般社団法

人日本損害保険協会は、地域における消防力

の強化・拡充に貢献することを目的に、毎年消

防自動車を全国の各自治体へ寄贈されており、

今年度は全国で��台のうちの�台が新見市へ

寄贈されました。この車両は、神郷分団へ配

備されました。

��������	
���
���

���������／��

　塩城小学校体育館で、「人権スポーツふれあい教
室」が開催されました。教室では、全校児童��人と
サッカー女子・吉備国際大学シャルムの選手�人で
ミニゲームが行われました。児童は、応援席からの
声援を受け、選手の巧みなフェイントに一生懸命食
らいついていくなど、熱戦が繰り広げられました。
また選手からは、コミュニケーションや、夢・目標
に挑むことの大切さが語られ、サッカーを通じて、
仲間を思いやる気持ちの大切さを学びました。

��������	
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　まなび広場にいみ大ホールで、演奏技術の向上と吹奏楽の幅広い普及を目指して、「第�回新見吹奏楽祭」

が開催されました。

　新見第一中学校吹奏楽部、新見高校吹奏楽部、新見ウインドアンサンブルがアニメソングやヒットソングな

どを演奏し、最後は�団体による合同演奏が行われました。アンコールに応えた演奏では、観客も合唱で参加

し、会場がひとつになりました。

������

��������	
��
���／��
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　まなび広場にいみで、「新見市成人式」が行われ、雪がちらつく中、振り袖やスーツに身を包んだ新成人���人

が参加しました。

　式典では、石垣市長などから激励の言葉が贈られ、新成人代表の 渡  辺  雄  太 さんが誓いの言葉を述べました。そ
わた なべ ゆう た

の後、懇親会が行われ、新成人たちは写真を撮り合ったり、話に花を咲かせていました。

������

��������	
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����／�

　音楽を通して地域の活性化を図ろうと、きらめ
き広場・哲西文化ホールで、「第13回きらめきクリ
スマスコンサート」が開催されました。
　哲西公民館を拠点に市内で活動している音楽愛
好者を始め、アマチュアバンド�組、ダンスグ
ループ�組が参加し、オリジナル曲やクリスマス
ソングなどを披露しました。
　来場者は声援や拍手を送りながら、出演者と一
緒に歌ったりとステージを盛り上げていました。

���������

��������
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　市内各地で、「とんど焼き」が行われました。

　家々から正月飾りのしめ飾りやしめ縄、書き初

めなどが持ち寄られ、�箇所に積み上げて燃やさ

れました。この火で焼いた餅を食べると1年中健

康ですごせるなどの言い伝えがあり、訪れた人た

ちは、家族などの無病息災を祈願しました。

　高尾の昭和町公園では、甘酒やイノシシ汁が振

る舞われました。



年
も
実
施
予
定
で
す
。
家
族
・
職

場
・
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
で
誘
い

合
っ
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
を
一
部

紹
介
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
ご
意

見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
、
朝
歯
み
が
き
や
あ

い
さ
つ
を
す
る
と
、
元
気
に

学
校
に
行
け
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。（
小
学
生
男
子
）
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ニ
ッ
ピ
ー
☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
は
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
コ
ー
ス
を
�
つ
ま
で
選
び
、　

��

月
の
�
か
月
間
挑
戦
す
る
も
の
で
、

今
年
で
�
回
目
に
な
り
ま
す
。
今

年
は
さ
ら
に
参
加
者
が
増
え
、
健

康
づ
く
り
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

実
施
状
況
と
参
加
者
の
感
想
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
結

果
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ニ
ッ
ピ
ー
☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
来

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
が

減
り
、
家
族
や
友
達
と
の
お

し
ゃ
べ
り
が
増
え
た
か
ら
良

か
っ
た
で
す
。（
中
学
生
女
子
）

　

職
場
み
ん
な
で
取
り
組
む
こ

と
で
頑
張
ろ
う
と
い
う
励
み

に
も
な
っ
た
し
、
楽
し
み
に
も

な
り
ま
し
た
。 （　

代
女
性
）

��

　

週
�
日
の
休
肝
日
で
体
調
が

よ
く
な
り
ま
し
た
。 （　

代
男
性
）

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日
�
、
健
康

��

��

��

づ
く
り
推
進
大
会
を
開
催
し
、
�

�
�
�
達
成
者
（　

歳
以
上
で　

��

��

本
以
上
自
分
の
歯
を
保
っ
て
い
る

人
）
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 
小  
林 　
　
　

�

こ 

ば
や
し

   

（
新
見
）　
　

歳

の
ぼ
る

��

 
小  
野 　
　
 
雅  
子 
（
新
見
）　
　

歳

お 

の 

ま
さ 

こ

��

 
大  
西 　
　
　
 
勇 
（
新
見
）　
　

歳

お
お 
に
し 

い
さ
む

��

 
日  
名  
口 　
 
虎  
夫 
（
草
間
）　
　

歳

ひ 

な 

ぐ
ち 

と
ら 

お

��

 
山  
口 　
　
 
重  
春 
（
西
方
）　
　

歳

や
ま 
ぐ
ち 

し
げ 
は
る

��

表
彰
式
に
参
加
さ
れ
た
人
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｑ　

健
康
な
歯
を
保
つ
こ
と
が
で

き
た
秘
訣
は
何
で
す
か
？

Ａ　

食
後
の
歯
み
が
き
を
頑
張
っ

て
い
ま
し
た
。（
山
口
さ
ん 
写
真
右
）

Ａ　

朝
、
昼
、
晩
歯
み
が
き
を
し

て
食
事
に
も
気
を
つ
け
て
い
ま
し

た
。（
大
西
さ
ん 
写
真
中
央
）

Ａ　

歯
み
が
き
を
頑
張
っ
て
い
ま

し
た
。
治
療
も
早
め
に
し
て
い
ま

し
た
。（
日
名
口
さ
ん 
写
真
左
）

Ｑ　
　

本
以
上
自
分
の
歯
が
あ
っ

２０

て
よ
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ　

固
い
も
の
が
何
で
も
食
べ
ら

れ
ま
す
。
固
い
餅
が
好
き
で
す
。

（
山
口
さ
ん
）

Ａ　

固
い
も
の
が
何
で
も
食
べ
ら

れ
ま
す
。（
大
西
さ
ん
）

Ａ　

こ
の
よ
う
に
表
彰
し
て
も
ら

え
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

（
日
名
口
さ
ん
）

　

み
な
さ
ん
も
、
い
つ
ま
で
も
自

分
の
歯
で
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
、

笑
顔
で
い
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら

歯
周
病
や
む
し
歯
の
予
防
を
し
、

�
�
�
�
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
係

　

�
�
�
�
�
�

（人）
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　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について、看護師などが電話で
相談に応じるとともに、受診などについて
適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～翌朝�：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～翌朝�：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子
　　　　　　どもおよびその保護者
■問い合わせ先　市民課地域医療係　��６１３０

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　落合病院（内） ����������

真庭市　金田病院（外） ����������

真庭市　片岡医院（内） ����������

�月�日（日）

新見市　太田病院 ������

庄原市　日伝医院 �����������

真庭市　勝山病院（内･外） ����������

真庭市　廣惠医院（内･外） ����������

真庭市　前原医院（内） ����������

�月��日（水）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　東城病院 �����������

真庭市　勝山病院（内･外） ����������

真庭市　石賀医院（内） ����������

真庭市　イケヤ医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　渡辺病院 ������

庄原市　三上クリニック �����������

真庭市　近藤病院（内･外） ����������

真庭市　吉弘クリニック（内） ����������

真庭市　まつうら医院（内） ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院 ������

庄原市　瀬尾医院 �����������

真庭市　金田病院（内･外） ����������

真庭市　谷田医院（外） ����������

�月�日（日）

新見市　新見中央病院 ������

庄原市　こぶしの里病院 �����������

真庭市　湯原温泉病院（内･外） ����������

真庭市　牧原医院（外） ����������

����������������������
����������������������

��������	
��
��������	
����
���
�
��������	
�

※場所は、保健福祉センターです。  
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに
別途ご案内します。

■問い合わせ先
　健康づくり課親子保健係　������

���������	


�����������

平成��年��月生��：��～��：��水�月��日

■問い合わせ先　市民課地域医療係　������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日診療所　������

��

���������	
�

�����������

平成��年�月生��：��～��：��木�月��日

���������	


�����������

平成��年�月生��：��～��：��水�月��日

���������	


�����������

平成��年�月�日～�月��日生��：��～��：��水�月�日

��������

�����������

平成��年�月生��：��～��：��火�月��日

���

��������

�：��～��：��新 見 警 察 署
水2月4日

��：��～��：��Ａ コ ー プ あ し ん

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の
経験がある人に限られます。

※本人確認ができる物を持参してください。

■問い合わせ先
　健康づくり課健康支援係　������
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������������

　

平
成　

年
度
中
の
土
・
日
・
祝

��

日
に
各
種
大
会
な
ど
で
体
育
施
設

の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
関
係
団
体

は
、
日
程
調
整
の
会
議
を
開
催
し

ま
す
の
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

■
対
象
施
設

　

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園

（
新
見
ピ
オ
ー
ネ
球
場
、多
目
的

広
場
）、
ま
ん
さ
く
運
動
公
園

（
陸
上
競
技
場
兼
野
球
場
）、
哲

多
野
球
場
、
哲
多
農
村
広
場

・
日
時　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜

��

��

・
場
所　

新
見
市
民
体
育
館

■
対
象
施
設

　

防
災
公
園
（
陸
上
競
技
場
・
サ

　

ッ
カ
ー
場
、
多
目
的
広
場
）

・
日
時　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜

��

��

・
場
所　

防
災
公
園

■
問
い
合
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ス
ポ

　

ー
ツ
振
興
係

　

�
�
�
�
�
�

　

一
般
家
庭
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や

事
業
所
の
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
な
ど

の
油
類
が
流
れ
出
し
、
河
川
な
ど

に
流
出
す
る
事
故
が
多
く
な
る
季

節
で
す
。

　

そ
の
多
く
は
、
管
理
不
備
や
う

っ
か
り
ミ
ス
が
原
因
で
す
。

・
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
目
を
離
さ
な
い

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油

を
小
分
け
す
る
時
は
絶
対
に
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

　

バ
ル
ブ
の
閉
め
忘
れ
が
な
い
よ

う
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
雪
時
に

注
意

 　

屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
雪
作

業
で
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
給
油
管

が
破
損
し
て
い
な
い
か
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
定
期
点
検
を
怠
ら
な
い

　

配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期

点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
新
見
市
と
そ
の
周
辺
に
在

住
す
る
外
国
人
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
し
て
友
好
を
深
め
る
た

め
に
、「
国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
デ

イ
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時
頃

��

��

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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■
場
所

　

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
多
目

　

的
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
屋
内
ゲ
ー
ト

　

ボ
ー
ル
場

■
参
加
費　

無
料

■
対
象

　

国
際
交
流
に
関
心
が
あ
り
、

�
人
で
コ
ー
ス
を
回
る
こ
と
が

で
き
る
小
学
生
以
上
の
人

■
募
集
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

※
祝
日
は
除
く

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

■
定
員

　

先
着
�
�
�
名
（
外
国
人
含
む
）

※
道
具
を
持
参
す
る
場
合
は
、
申

し
込
み
の
時
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
国
際
交
流
協
会

　

事
務
局
（
総
務
課
内
）

　

�
�
�
�
�
�

　

旧
哲
西
町
名
誉
町
民
故
田
辺
哲

崖
氏
の
寄
付
金
を
基
に
設
立
運
営

さ
れ
て
い
る
一
般
財
団
法
人
田
辺

育
英
会
で
は
、
平
成　

年
度
奨
学

��

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
の

目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
高
等
学
校
・
工
業
高
等
専
門

学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
・
大

学
院
・
専
修
学
校
専
門
課
程
な

ど
に
進
学
、
在
学
す
る
学
生
。

■
応
募
資
格

　

新
見
市
内
に
�
年
以
上
住
所

を
有
す
る
学
生
、
も
し
く
は
新

見
市
内
に
�
年
以
上
居
住
す
る

世
帯
の
学
生
で
、
品
行
方
正
・

思
想
穏
健
・
学
業
成
績
優
秀
・

身
体
精
神
健
全
で
あ
っ
て
成
業

の
見
込
み
が
あ
る
者
。

た
だ
し
、
他
の
奨
学
金
を
受
け

て
い
な
い
こ
と
が
条
件
。

■
奨
学
金
貸
与
月
額

・
高
等
学
校　
 

�
� ,
�
�
�
円

・
短
大
・
工
業
高
等
専
門
学
校

・
専
修
学
校
専
門
課
程

　
　
 　
　
　

�
� ,
�
�
�
円

・
大
学 　
　
　
 
�
� ,
�
�
�
円

・
大
学
院 　
　
 

�
� ,
�
�
�
円

・
無
利
子
で
貸
与

・
償
還
は
卒
業
�
年
後
か
ら　

年
��

　

均
等
償
還

■
貸
与
期
間

　

正
規
の
最
短
修
学
年
限

■
応
募
手
続

　

田
辺
育
英
会
事
務
局
（
新
見

市
哲
西
町
矢
田　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
き
ら

め
き
広
場
内
）
で
、
応
募
書
類

を
受
け
取
り
、
平
成　

年
�
月

��

　

日
�
ま
で
に
同
事
務
局
へ
提

��出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
決
定

　

�
月
上
旬
に
奨
学
生
選
考
委

員
会
に
お
い
て
選
考
の
う
え
決

定
し
、本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
�
�
�－

�
�
�
�

新
見
市
哲
西
町
矢
田
�
�
�
�

一
般
財
団
法
人　

田
辺
育
英
会

事
務
局
（
き
ら
め
き
広
場
・
哲

西
内
）

�
�
�
�
�
�

メ
ー
ルik

u
e
i.ta
n
a
b
e
@
g
m
a
i

l.co
m

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支
所

で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健
師
に

よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開
催
し
ま

す
。　

■
日
時
（
�
月
・
�
月
分
）

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康

　

相
談

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

●
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見
地

　

域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も
し

　

て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電
話

　

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

��
��
�
���
�
�
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�

�
�
�
�
�
�
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高
梁
川
流
域
連
盟
は
、
高
梁
川

流
域
の
自
治
体
�
市
�
町
の
自
治

体
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
連
盟
で
、

昭
和　

年
設
立
以
後
、
毎
年
機
関

��

誌
『
高
梁
川
』
が
発
行
さ
れ
、
高

梁
川
流
域
に
関
す
る
研
究
、
ニ
ュ

ー
ス
、
詩
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
扱
書

店
や
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
販
売
な

ど
に
つ
い
て
は
、
連
盟
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

「
星
空
の
メ
ッ
カ
」な
ど

　

�
�
�
ペ
ー
ジ

■
価
格　

� ,
�
�
�
円

■
問
い
合
わ
せ
先

高
梁
川
流
域
連
盟
事
務
局
（
倉

敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
）

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

岡
山
県
警
察
で
は
、
県
下
で
高

齢
者
が
被
害
者
と
な
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
信
号
無

視
や
横
断
歩
道
以
外
の
と
こ
ろ
を

横
断
す
る
よ
う
な
危
険
な
行
動
を

す
る
高
齢
者
に
対
し
て
、「
交
通
安

全
・
愛
の
お
届
け
カ
ー
ド
」
と
い

う
カ
ー
ド
を
警
察
官
が
手
渡
し
て

指
導
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
警
察
署
交
通
課

　

�
�
�
�
�
�

　

北
方
四
島
（ 
歯  
舞  
群  
島 
、 

色  
丹 

は
ぼ 
ま
い 
ぐ
ん 
と
う 

し
こ 
た
ん

 
島 
、 
国  
後  
島 
、

と
う 

く
な 
し
り 
と
う
 
択  
捉  
島 
）
の
返
還

え 

と
ろ
ふ 
と
う

を
求
め
て
�
月
�
日
の
「
北
方
領

土
の
日
」
を
中
心
に
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

�
月
�
日
は
、
�
�
�
�
年
に

伊
豆
の
下
田
に
お
い
て
「
日
魯
通

好
条
約
」
が
調
印
さ
れ
、
平
和
裏

に
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の
国
境

が
画
定
さ
れ
た
日
で
あ
り
、
こ
の

事
実
こ
そ
、
わ
が
国
が
北
方
四
島

の
返
還
を
求
め
る
重
要
な
根
拠
で

す
。

　

岡
山
県
で
も
�
月
�
日
�
に
さ

ん
太
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
）
で
「
北

方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大

会
」、�
月
�
日
�
か
ら　

日
�
ま

��

で
岡
山
県
庁
�
階
県
民
室
で
「
北

方
領
土
パ
ネ
ル
展
」
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
に

向
け
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
県
民
会
議
（
事
務
局　

岡
山

県
総
合
政
策
局
公
聴
広
報
課

内
）

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

�����������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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ま
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��������������
���������������������

表紙写真を募集します。くわしくは次のとおりです。

あなたが切り取った一瞬をぜひご応募ください！　  

■テーマ　　「新見の春」

■応募資格    市内に在住もしくは、在勤・在学している人

■応募規定・市内で撮影したものに限ります。

・�,���万画素以上のデジタルカメラで撮影され、デジタ ルデータで

提出できるもの

・合成写真でないもの

・自作かつ未発表のもの

・人物が写っている場合は、被写体の承諾を受けたもの

※�人�回につき�作品とします。

※作品の権利などで、第三者から受けた苦情・損害な どについては、

応募者に帰するものとします

※採用された写真の使用権は新見市に帰属するものと します

■応募方法

応募票に必要事項を記入して、写真データを持参または郵送で申

し込んでください。

■応募締切　�月��日�（郵送の場合でも当日必着）

■選考方法　新見市報道委員会で選考します。

※選出された応募者には、連絡します。（採用がない場合もあります。）

■その他

・応募作品は、市報以外の紙面および市発行の刊行物や、ホームペ

ージ、フェイスブックなどの媒体で掲載させていただく場合があ

ります。

・別途賞は設けていません。

・印刷の都合により、実際のデータとは若干色合いが異なる場合や、ロ

ゴなどの位置、サイズ調整でトリミングを行なうことがあります。

・郵送の場合の記憶媒体は返却しません。

■応募・問い合わせ先　〒���-����　新見市新見���番地�

　企画政策課広報係　������および各支局

�������

�����

�������������
かわ の よし こ

������
�������
　ボタニカルアートとは、植物のありのま
まの姿を正確に表現しながら芸術的な美し
さも追求した絵画のことです。
　今回の市内作家展では、このボタニカル
アートに取り組んでいる 川  野  佳  子 さんの作

かわ の よし こ

品を展示します。魅力的な作品の数々をど
うぞご覧ください。
■日時　 � 月��日�～��日�　 � ： ��～�� ： ��
■場所　 まなび広場にいみ小ホール
■観覧料　無料
■問い合わせ先
　生涯学習課文化振興係������



�������������
��������������

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
�
月
の
休
館
日

��月��日�　��：��～　こどもお楽しみ会（新見）

　おはなし、大型絵本、紙芝居、たのしい工作など

　　　　　　 　��：��～　こども映画会（新見）

　　　　　　　　　　　  「たからじま」

��月��日�　��：��～　子ども映画会（哲西）　

　　　　　　　　　　　　 「めいたんていラスカル」

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日

��������	
����
�����

　世界を救うために、二人は
走る。東京大空襲の夜、東北の
蔵王に墜落したＢ��。公開中
止になった幻の映画。迫りくる
冷酷非情な破壊者。すべての
謎に答えが出たとき、カウント
ダウンがはじまった。二人でし
か辿りつけなかった到達点。前
代未聞の完全合作。

『いわんこっちゃない』
スギヤマ　カナヨ／著　少年写真新聞社　����年

　 レシピブログパン部門で不
動 の1位を誇る超人気・パン
ブロガー、いたるんるん待望
の初書籍化。基本から学べる、
パン作りの上達のコツや、初
心者さんでもお店のようなパン
が作れちゃう秘訣満載。

『フランス人は10着しか服を持たない－パリで学んだ �暮らしの質� を高める秘訣』
スコット・ジェニファー・Ｌ／著　大和書房　����年

『いたるんるんのおうちで簡単！焼きたてパン』
いたるんるん／著　主婦と生活社　����年

　僕のおじいちゃんは、予言
者だ。ちょこっと言われたこと
が、とんでもない形でぼくの
身に降りかかる。ページを開
けばおじいちゃんと僕のくすっ
と笑える絶妙な掛け合いが楽
しめます。

『キャプテンサンダーボルト』
 阿  部 　 和  重 ・
あ べ かず しげ

 伊  坂 　 幸  太  郎 ／著　　文藝春秋　����年
い さか こう た ろう

　間食はせず、食事を存分に楽 
し む。上質な物を少しだけ持ち、
大切に使う。日常のなかに、ささ
やかな喜びを見つける。典型的
なカリフォルニアガールだった著
者は、フランスの貴族の家にホ
ームステイすることになる。その
家を取り仕切るマダム・シックか
ら学んだ、毎日を“特別な日”
のように生きること。

■臨時休館のお知らせ
・哲西　�月�日�～ �日�　蔵書点検のため

・哲西　�月�日�～ �日�　電気工事のため

・神郷　�月��日�～ ��日�　蔵書点検のため

・学術　�月�日�～ �日�　入試のため

・学術　�月��日�～ ��日�　入試のため

土金木水火月日

�������

������������

��������������

��������������

�������
��



�������������������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月・火曜日（冬季��月～�月）

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

会
期
▼
�
月
�
日
�
ま
で

�
�
��
��

ひ
び
き

〈企画展〉

し
ま
し
た
。

 
『
大
地
を
耕
す
人
』 （
ｈ　

�
）
『
肥
ま
く

��

人
』 （
ｈ　

�
）
『
ス
イ
カ
抱
く
女
』 （
ｈ
�

��

�
�
�
）
は
、
土
ま
み
れ
に
な
っ
て
働
く
人

間
の
姿
で
あ
り
、
『
老
女
の
声
』 （
ｈ　

�
）

��

は
土
に
生
き
土
に
還
っ
て
い
っ
た
女
が
響
か

せ
る
大
地
の
声
が
聴
こ
え
て
く
る
か
の
よ
う

で
す
。
大
地
、
肉
体
、
精
神
か
ら
原
初
の
響

き
を
醸
し
出
す
縄
文
野
焼
き
作
品
約　

点
を

��

展
示
。

　

ど
う
ぞ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

大
地
に
根
ざ
し
野
に
生
き
る
人
々
、
そ
の

生
命
の
豊 
饒 
を
裸
に
む
き
だ
し
た
プ
リ
ミ
テ

じ
ょ
う

ィ
ブ
な
表
現
と
し
て
示
し
た
猪
風
来
の
初
期

作
品
。
縄
文
土
器
復
元
と
縄
文
野
焼
き
技
法

復
活
を
な
し
た
後
、
新
し
い
芸
術
表
現
を
模

索
し
て
い
た
�
�
�
�
年
〜　

年
頃
の
こ
と
。

��

　

文
明
か
ら
離
れ
「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を

追
求
す
る
芸
術
的
試
み
の
中
で
「
大
地
と
は

何
か
？
人
間
と
は
何
か
？
」
「
自
然
と
文
明

の
は
ざ
ま
で
人
は
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き

な
の
か
？
」
を
問
い
、
虚
飾
を
捨
て
た
雄
々

し
く
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
作
品
を
生
み
出

�
�
�
�
�
�
�
�
�

ベ
ロ
ダ
シ
チ
ョ
ン
マ

�����
新見市西方���番地（������）
開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日�月曜日

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���円
　（　）内は��人以上の団体料金
★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

�
��

�
�
�
�����
�
�
�
�
�
�
�
�
���
会
期
▼
�
月　

日
�
ま
で

��

��

�
��

���
���
���
���
	�



と
み 

お
か 

て
っ 

さ
い

��

�

�
�
�
�
�
�
��

た
わ
が
国
最
後
の
文
人
画
家
で
あ
り
、
近

代
日
本
美
術
史
上
傑
出
し
た
存
在
で
す
。

　

天
保
�
年
、
京
都
の
法
衣
商
を
営
む
富

岡 
維  
叙 
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
鉄
斎
は
、

こ
れ 
の
ぶ

　

代
後
半
の
頃
か
ら
文
人
の
た
し
な
み
と

��し
て
絵
を
習
い
始
め
、
在
野
の
文
人
と
し

て
活
躍
し　

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
数
多
く

��

の
作
品
を
描
き
続
け
、 

融  
通  
無  
碍 
の
画
境

ゆ
う 
ず
う 

む 

げ

へ
と
到
達
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、《 
武  
陵  
桃  
源  
図 
》《 
蓬  
莱  
山 

ぶ 

り
ょ
う 
と
う 
げ
ん 

ず 

ほ
う 
ら
い 
さ
ん

 
図 
》
な
ど
館
所
蔵
の
主
要
な
鉄
斎
作
品
を

ず約　

年
ぶ
り
に
一
堂
に
公
開
し
ま
す
。

��

　

新
見
美
術
館
は
、
郷
土
出
身
の
故 
横  
内 

よ
こ 
う
ち

 
正  
弘 
氏
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
美
術
品
約
�

ま
さ 
ひ
ろ

�
�
点
を
も
と
に
、
平
成
�
年　

月
�
日

��

開
館
し
、
今
年
で　

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

��

現
在
で
は
約
�
�
�
�
点
の
作
品
を
収
蔵

し
て
お
り
、
そ
の
中
心
と
な
る 
富  
岡  
鉄  
斎 

と
み 
お
か 
て
っ 
さ
い

の
関
連
作
品　

点
は
高
い
評
価
を
受
け
て

��

い
ま
す
。

　

開
館　

周
年
を
記
念
し
た
企
画
展
の
第

��

�
弾
と
し
て
「
没
後　

年　
 
富  
岡  
鉄  
斎 
展
」

と
み 
お
か 
て
っ 
さ
い

��

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
 
富  
岡  
鉄  
斎 
（
�
�
�
�－

�
�
�
�
）

と
み 
お
か 
て
っ 
さ
い

は
、
幕
末
・
明
治
・
大
正
の
三
代
に
生
き

富
岡
鉄
斎
《 
十  
六  
羅  
漢  
像 
》

じ
ゅ
う 
ろ
く 

ら 

か
ん 
ぞ
う
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� ��� � ��� � ���

�
��
�

�
��
��
�
���から

���まで

��
総務産建常任委員会 
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

人権・行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局 （�����）

心配ごと相談
��：��～��：�� 
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会　哲西支所
　（�����）

�
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会　哲多支所　
　（�����）

����
市内作家展「川野佳子ボタ
ニカルアート展」（17日まで）
��：��～��：��
�まなび広場にいみ　小ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�社会福祉協議会　神郷支所　
　（�����）
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�社会福祉協議会　大佐支所　
　（�����）

��

������

����
にいみ雛まつり
（�月�日まで）
�新見中央商店街ほか 
�商工観光課（�����）

��

�
市民学習講座
���：��～��：��
�まなび広場にいみ　和室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

�
行政・登記・法律相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会　哲西支所　
　（�����）

�
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会　哲多支所
　（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�生活環境課生活交通係
　（�����）

人権・行政・登記・法律相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�神郷支局（�����）
���：��～��：��
�おおさ総合センタ－
�大佐支局 （�����）



�������������������������

� ��� ���� ���� ����

���
人権相談
��� ： ��～�� ： ���総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
��� ： ��～�� ： ���総合福祉センター
�社会福祉協議会  本所（�����）

平成�� 年 度  新見  農と地域
を考えるつどい
���：��～��：��
�まなび広場にいみ　小ホール
�新見農業普及指導センター　
　（�����）
�農林課農業振興係（�����）

�
文教福祉常任委員会 
���：��～
�市役所委員会室
�議会事務局（�����）

����
第46回新見市長杯
スキー大会

第12回新見市長杯
スノーボード大会
��：��～��：��
�いぶきの里スキー場
�商工観光課（�����）

������建国記念の日��
岡山県統一
ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

��

������
人権・行政・登記・家庭児童・
母父子相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

岡山県よろず支援拠点に
よる経営相談会
���：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課（�����）

��
県議会議員選挙立候補
予定者説明会
���：��～
�市役所�階　第�委員会室
�選挙管理委員会事務局
　(�����）

����

��������
平成��年 � 月議会定例会
（開会日）
���：��～
�市役所議場
�議会事務局（�����）

����

����
人権相談
���:��～��:��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
���:��～��:��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

�����
スタインウェイ
市民ピアノコンサート
���：��～
�まなび広場にいみ　大ホール
�生涯学習課文化振興係
　(�����）

献血
��：��～��：��
�新見警察署
���：��～��：��
�Ａコープあしん
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

心配ごと相談法律相談
（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会   本所（�����）

第 � 回　哲西きらめき
ひな祭り（ � 月 � 日まで）
���：��～��：��
�きらめき広場・哲西
　文化ホール
�哲西支局（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.���

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（－��世帯）

　（平成��年��月末日現在）

�������

■固定資産税・都市計画税４期
　（納期限：�月�日）
■国民健康保険税�期
　（納期限：�月�日）
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ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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